
   

  

 

 

 

 

  

【要望先】財務省、農林水産省  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本県の森林が持つ多面的機能を持続的に発揮させるためには森林の保全・整備が 

重要。よって、本県の森林づくりの推進に対して、安定的な支援を図られたい。 

琵琶湖の保全・再生とＣＯ２ネットゼロに向けた 
持続可能な森林づくりの推進 

(1) 持続可能な森林づくりに必要な情報基盤整備に対する財政支援 
〇 主伐・再造林や木材流通等の効率化による採算性を向上させるため、ＩＣＴを活用

したスマート林業に向けた高精度の地形および資源情報等の基礎データ構築のために

財政支援の強化 

(2) 森林整備事業に対する財政支援 

○ 「しがＣＯ２ネットゼロ」の実現に向けた森林吸収源対策強化のため、採算性が高い

地域での主伐・再造林や間伐の推進など森林整備事業に対する財政支援の充実・強化 

(3) 治山事業に対する財政支援 

○ 近年、増加している集中豪雨や台風等による土砂流出や流木被害への対応や流域治

水の推進に向けた治山事業に対する安定的な財政支援 

〇 施工時期の平準化に向けた計画的な事業執行のための制度の充実 

１．提案・要望内容 

 

〇 琵琶湖保全再生法に基づく国民的資産である琵琶湖の保全・再生や淀川水系流域治

水プロジェクトの推進、ＳＤＧｓの目標達成に向けて、森林・林業のための重点的な対

策が必要。 

○ カーボンニュートラルに向けて、本県は「しがＣＯ２ネットゼロ」に取り組んでおり、

主伐・再造林による森林資源の若返りと計画的な間伐の推進などにより、森林吸収源対

策の強化が必要。 

○ 「適切な伐採と更新を着実な実施」や「持続的な森林保全と管理」に有用な状況把握

をしていくために、航空レーザ計測による高精度の地形解析や資源解析等が急務のため

重点的な財政支援が必要である。また、ＩＣＴ活用による業務の効率化とコスト縮減が

急務。 

○ 気候変動の影響により大雨の発生頻度がさらに増加することが懸念されるなか、災

害復旧工事の早期完了や、防災・減災、国土強靭化のために治山事業への安定的な支援

が必要。 

〇 改正品確法において、「公共工事等の実施の時期の平準化」が発注者の責務として規

定されたため、年間を通して工事発注が円滑に行えるよう、現行制度の柔軟な運用や効

果的な仕組みづくりが必要。 

２．提案・要望の理由 



   

■森林整備事業における課題■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■治山事業における取組状況と課題■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
担当：琵琶湖環境部森林政策課 TEL 077－528－3914 

森林保全課 TEL 077－528－3930 

（本県の取組状況と課題） 

○山腹崩壊により林道被災（H30 災害）

資料：林野庁業務資料より 

○山腹崩壊による被害及び復旧状況（H25 災害）

平成 25 年度 

に、災害関連 

緊急治山事業 

にて緊急対応

後、隣接地は 

復旧治山事業 

で復旧 

崩落土砂 

により、 

死者１名、

家屋全壊 

３戸、寺 

全壊１戸 

他の被害 

こう 

 

 

スマート林業に向けた取り組みの一例 

基礎データ構築 

～ 近 い 将 来 の 姿 ～

主伐・再造林 
による若返り 

が必要！ 
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若齢のスギ林は成長量が大きく、

CO2吸収効果が高い

【林齢による成長量の違い】

広 葉 樹 
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微地形図 

資源情報 ﾚｰｻﾞ林相図 

航空レーザ計測 

森林情報の精

緻化が急務！ 

製材工場等 

ICT による需要と供給

のマッチング 需要情報 
生産情報 

システム内で取引 

IOT ハーベスタ


